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Whether community water fluoridation reduces
dental caries disparities in permanent teeth
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物添加（community water fluoridation; CWF）の有効性が報じられてきたが，従前の研究には評価時
点の収入やCWF有無のみを評価し，評価時点までの経済状況やCWFの履歴を考慮していないなどの憾
みがあった。
本論文は，2003 ～ 4年に米国ノースカロライナ州が実施した児童生徒の歯科保健調査（2003-2004 
Statewide Dental Survey of North Carolina School Children）の横断データに基づいて，10歳代少年
少女（4,375人）の永久歯齲蝕の有病者率に及ぼす親の教育レベルならびにCWF曝露の影響を検討した
ものである。齲蝕抑制に有効とされるフッ化物濃度0.7 ～ 1.2 ppmの水道水の摂取期間に着目し，それ
が対象者の生後期間に占める割合が100％（生後の全期間にわたって摂取）の群と0％（非摂取）の群
との比較を行うことや，評価時点の親の収入に代えて親の教育レベルを社会経済的格差の評価指標に
選ぶことで，従前の研究における問題点の解消に努めている点に，著者の創意を認めることができる。
本研究の結果，親の教育レベルが大学卒業相当の群に対し，高校卒業および高校中退の齲蝕有病率
はともに有意に高く，またCWFが0％の群に比較して100％群の齲蝕有病者率は有意に低値であった。
さらに，CWF期間に基づく層別化解析により，0％群では大学卒業相当群に対して高校卒業群，高校
中退群の齲蝕有病率が有意に高い一方，100%群では異なる教育レベル間で齲蝕有病者率に有意差がな
いことが示された。
米国の二次データに基づいて10歳代少年少女の齲蝕有病率における健康格差を明らかにし，この年
代の齲蝕抑制におけるCWFの有効性を確認するとともに，適切なCWFが齲蝕発生に係る健康格差の解
消に有効であることを示した本研究は，歯科公衆衛生学に重要な貢献をなしたと考えられる。
以上のことから，本論文を博士（歯学）の学位授与に相応しいものと認める。
